
 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 福岡市学習定着度調査 

 

 

 

  

調査実施日  令和元年9月3日 

             調査対象   第５学年  

             調査科目   算数・国語 

 

 

  

福岡市では、平成２２年度からすべての小中学校で、学習状況や生活習慣等に 

関する実態調査を行っています。 



 

算数  ・・・福岡市平均と比較し、同程度である。 

 

〔調査結果の分析〕 

○水の質量を別の単位で表したり、分数の大小を比べたりする設問に対する 

正答率が福岡市平均と比較して上回っています。 

○場面を式に表す、辺の長さ、およその面積を求める設問における正答率が 

福岡市平均と比較して上回っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題） 

・直方体の体積を求めたり、体積の性質を利用して問題を解いたりすることが苦手な

ようです。 

・合同な図形や平行四辺形を書くときに、図形のどのような特徴をもとにして書くの

かを考えることに課題があります。 

（手立て） 

・補充・発展の時間(学力パワーアップタイム)を使い、計算の練習や文章問題を 

解いて、既習内容の定着を図ります。 

・ただ答えを導くだけの指導ではなく、答えを導くまでの自分の考えを論理的に説明

できるような手立てをとりながら指導していきます。 

・図やことばの意味を関連付けて式の意味や合同条件を説明する活動を授業に取り

入れていきます。 



 

国語  ・・・福岡市平均と比較し、やや上回っている。 

 

〔調査結果の分析〕 

○漢字の読み書きについて答える設問についての正答率が福岡市平均と比較して

上回っています。 

○報告書の文章を読み自分で答えを考えて書く設問において、正答率が福岡市

平均と比較して上回っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題） 

・文学的な文章を読み、文章の一部を自分の言葉で考えて書いたり、本文中から抜き

出したりして書くことに課題があります。 

・話し合い活動での発言が書かれた文章を読み、司会から指名された人物が誰なのか

を考えたり、話し合い活動がどのようなものだったかを考えたりすることが苦手な

ようです。 

 

（手立て） 

・文章からキーワードを抜き出したり、それぞれの段落を要約したりしながら、 

説明文などの文章を読み取る指導をしていきます。 

・話し合い活動をする際には、発表者のそれぞれの意見を比較し、共通点や相違点に

着目しながら話し合っていきます。 

 


